
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）
を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含み
ます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが
期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成22年10月25日

評価機関名 株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

法人名 社会福祉法人　一燈会

訪問調査日 平成22年9月29日

事業所名 グループホーム　はなの路

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1491400048

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成22年9月29日

事　業　所　名

（ 258-0026

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

社会福祉法人　一燈会

1491400048
平成21年7月1日

所　　在　　地

　□　小規模多機能型居宅介護

平成22年9月13日

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム　はなの路

登録定員

通い定員

宿泊定員

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

36 ～ 55

56 ～ 68

）

足柄上郡開成町延沢685-1

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

Ⅴ アウトカム項目

評 価 結 果
市町村受理日

平成22年12月17日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

このホームの特徴
①経営は社会福祉法人一燈会であり、同系の株式会社キャッツハンドを含む一燈会グループ
としてグループホーム、デイサービスセンター、介護ショップ、訪問看護ステーション、ク
リニック、特別養護老人ホーム、老人保健施設を持ち、状況の変化に応じ相談、対応の出来
る体制がある。グループで一貫した経営理念、教育体制があり、グループ全体の高いレベル
を維持している。このホームは開設１年余なのでISOの対象とはなっていないが、社会福祉
法人一燈会はISOを取得しており、ここもISO精神に準拠し職員のスキルアップに取り組んで
いる。風光明媚な開成町の一燈会の施設としては、隣に高齢者専用賃貸マンション（ザ・プ
ライム）が、開成町内にはデイサービスセンター（はなの詩）があり、二宮町、中井町の各
種施設をも多角的に活用することが可能である。町役場や地域包括支援センターとは連携が
良く、相談出来る体制にある。介護計画等については、ADLモニタリング表（お客様情報
シート）がパソコン内で構築されており、担当者は自由に問題点、解決策等を打ち込み、こ
のシートからリーダーが必要なものを取り上げ、カンファレンスを行い、職員の意向を運営
に役立てている。日頃のデーターの蓄積としても極めて有効である。
②新施設長は、先ず第一に開所して間もないこのホームの運営体制の確立を目指して取り組
んでいる。特に、温かい雰囲気を持つホームとなれる事を目指し、新しい職員と一体とな
り、地域NO.1のホームを目指して取り組んで行くとのことである。先ず職員のベクトル合わ
せから始め、早期に独立して且つ、有機的に活動がスムースに流れるケア体制を目指してい
る。
③設備は、１番新しい施設である為、各所に工夫が為されている。先ずは1F、2Fの建材、色
調に気を配り、フロアー毎に異なる雰囲気を作り上げている。構造的には中庭を中心とした
回廊式の建物であり、廊下も広くゆったりとした作りである。居室は入り口に前の間のス
ペースがあり、居室と前の間の間に格子戸を配し、目隠しされながら風通し良くする工夫が
施されている。お風呂は１F、２F共に通常の浴槽を持つ風呂場と機械浴が出来る風呂場の２
つが用意され、通常の浴槽も３方向から介助出来る構造となっており考えられた配慮がある。

お客様の状況に合わせて柔軟な対応を心掛けています。ご家族様の面会が比較的多
く、利用者様との関係をよりよくつなげられるように配慮しています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

平成　22　年度

株式会社　R-CORPORATION

221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8　ＳＹﾋﾞﾙ２Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成21年7月1日指 定 年 月 日

平成22年10月25日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

○ 3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない ○ 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．利用者の1/3くらいが

○ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホーム　はなの路

1階ユニット

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

町役場とは細かな連携をはかり、何かあれば連
絡、相談を取れる体制を作っている。

町役場と細かな連携を図り、連絡、相談を取れ
る体制を作っている。理事長との連携も深く、
また設立段階での立会人としてお世話頂いた方
が現在の担当窓口におられ、メールの交換、情
報や相談にご協力頂いており、大変助かってい
る。

今後の継続

地域の方々への発信は少ないが地域の方の見学
等には応じて認知症のについてのお話を交えな
がら情報提供している。

運営推進会議の開催が出来ておらず、地域の方
へ取り組みなどについて報告がまだ出来ていな
い。

運営推進会議の開催は１０月に開催予定であ
る。メンバーとして自治会、大家さん、開成町
役場、地域包括支援センター、ご家族、ホーム
関係者を考えている。開設後途中で施設長の交
代があったりで、開催が出来ておらず、地域の
方へ取り組み等については報告がまだ出来てい
ない。

今後の取組み

事業計画に地域に開かれた施設を目指し、外部
の方にもはなの路を知っていただくよう目標を
掲げている。出来る限り地域に出て私たちの活
動を知っていただくように話している。

企業理念は「お客様の身になって」であり、そ
れを事業計画に展開し、地域に開かれた施設を
目指し、外部の方にもはなの路を知って頂くよ
う目標を掲げている。新施設長は、先ず第一に
開所して間もないこのホームの運営体制の確立
と温かい雰囲気を持つホームを目指し、職員と
一体となり、地域NO.1のホームを目指して取り
組んでいる。

今後の継続

自治会に加盟して地域の中に入らせていただい
ている。地域の各行事やイベントにも参加させ
ていただいていて交流の機会を設けている。

自治会に加盟し、地域の各行事やイベントに参
加して、地域との交流に努めている。系列の高
齢者賃貸マンション（ザ・プライム）デイの
「花の詩」と共催で秋祭りを300人規模で行う予
定で、ご近所もお招きする予定である。

今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

身体拘束については個々の理解の程度がばらつ
きある。玄関の施錠はしていないが出入り口の
施錠に関しては電子ロック、また外に出られる
方がいられるため施錠できる状態にある。

身体拘束については、まだ職員個々の理解の程
度にばらつきあると考えており、研修等で周知
徹底して行く方針である。玄関の施錠はしてい
ないが、出入り口の施錠に関しては電子ロック
で、外に出る方がいるため施錠できる状態にあ
る。閉塞感を持たないよう、出たい人には一緒
に出られる職員体制を検討している。

今後の継続

ご家族様へは情報の提供、情報の交換などを通
じて職員に相談しやすいような関係性を築ける
ようにしている。また、職員間同士でもご家族
から得た情報は共有できる仕組みを作ってい
る。

ご家族へは情報の提供、情報の交換などを通じて
職員に相談しやすいような関係性を築けるように
努めている。また、職員間で、ご家族から得た情
報を共有できる仕組みを作っている。ご家族の訪
問は多く、特に平日の訪問が多い。夕食の介助に
来てくれるご家族もいる。来訪の際には居室担当
がいれば担当者から、居ない時はフロアリーダー
等から報告をするようにしている。

今後の継続

成年後見制度については現在利用されている方
がいるので少なからずかかわりはある。自立支
援事業の事についても学ぶ機会は少なく活用す
るまでにいたっていない。

契約内容については契約前にご家族と十分な話
しをした上で締結している。また、退居など契
約を解約する場合に関しても同様に行ってい
る。

職員間でお互いに注意しあいながら何が虐待に
繋がるのか考えながら行ってもらっている。虐
待防止などの勉強会には進んで参加していきた
い。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居して1週間は個別観察記録を実施してその人
の特徴や行動パターンを把握する事に努めてい
る。そこからご本人の安心に繋がるサービスの
提供方法を検討し、安心につなげられる関わり
を模索している。

法人内の事業所とのかかわりは常に持てるよう
にしている。各事業所間で情報交換できる仕組
みがある。

職場へはルンルン気分で出勤できるように常日
頃から目指しています。状況に応じてあらゆる
手段をとり、職員がやりがいを持てるような状
況を作れるように心掛けています。

職員それぞれに応じた求め方を実施。現状はま
だまだ個々を活かす事は出来ていないと考えて
いる。今後は研修の機会など積極的に参加を勧
めて生きたい。

常日頃から職員と話す機会を持ちながら運営に
良い反映が出来るようにしている。

常日頃から職員と話す機会を持ち、運営に良い
反映が出来るように努めている。このホームで
はADLモニタリング表（お客様情報シート）がパ
ソコン内で構築されていて、担当者は自由に問
題点、解決策などを打ち込み、このシートから
リーダーが必要なものを取り上げ、カンファレ
ンスを行い職員の意向を運営に役立てている。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

面会には積極的に応じ、なじみの人と楽しめる
時間の提供を行っている。

入居者は小田原が多く次いで開成、南足柄、山
北、大井などで、開成町の方は１/３程度であ
る。面会には積極的に応じ、馴染みの方と楽し
める時間の提供を行い支援している。 今後の継続

共に生活する立場としての関わりをもてるよう
に注意しているが現状介護しているという立ち
位置にいてしまうことも見受けられる。一方的
なかかわりではなく相互の関係が当たり前にな
るようにしていくことが課題。

家族とお客様、そして職員が支えあって関係性
を作れるように支援していく事が目標。まだま
だうまく機能していないが共に支えあえる関係
作りを目指して行く。

サービスの開始前、開始後もご家族の要望には
応えられるように普段からの関わりを大切にし
ている。

支援方法に関しては総合的に見て、必要と思わ
れるサービス提供方法を考え対応している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

お客様一人ひとりの行動パターンなどを把握し
て現状把握に努めている。心的に不安になって
しまうお客様も多く、そのときの状態によって
かかわり方を変えながら対応している。

ご本人のお話には傾聴し、ご本人の意向に沿え
るような対応を心掛けている。また、必要時は
ご家族様に相談して協力を頂く事もある。

居室担当を中心に、職員全員で、本人の話を傾
聴し、本人の意向に沿えるような対応を心掛け
ている。また、必要時はご家族にも相談して協
力を頂く事もある。モニタリングは3ヶ月に1回
を原則に実施している。

今後の継続

入居時に書いていただくバックグラウンドアセ
スメント表を活用してご本人の生活暦や興味の
あることなどを把握する事に努めている。

サービス終了後もご本人、ご家族へは必要な
フォローを行っている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

お客様全体のバランスを考えて一人ひとりの行
動、様子に合わせている。お客様同士でよい関
係性が持てるように職員が間に入って相互の関
係が築けるように支援している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

近所のスーパーへ買い物に出かけたりと楽しみ
をもった生活が営めるように心掛けているがま
だまだ地域資源を生かすほどのサービスの提供
は出来ていない。

入居時にご本人、ご家族へ相談し、かかりつけ
の医師とも今後も変わらぬお付き合いをしてい
けるように協力を頂き、必要時は事業所と病院
が連絡を取りあって情報提供を行えるようにし
ている。

入居時に本人、ご家族に相談し、かかりつけの
医師とも継続した協力をお願いし、必要時は事
業所と病院が連絡を取りあって情報提供を行え
るようにしている。医療連携の24時間体制の医
師はザ・プライム内のおひさまクリニックであ
るが、ここの利用は入居者の半数程度である。
従来の主治医へはご家族が通院の介助を行って
いる。

今後の継続

個別記録、またはパソコン上で個人別に情報の
やり取りができるシートがあるので職員全員で
情報の共有を行えるようにしている。

状況に応じて柔軟なサービスの提供を心掛けて
いる。

毎月ミーティングを行い職員同士で話し合う機
会を作っている。また、必要時は出勤している
職員同士でミニファレンスを行い相談をする機
会を作っている。ご家族様にも積極して相談を
行っている。

アセスメントは先ず本人から聞くのが原則で、居
室担当を中心にモニタリングの結果をフィード
バックし、ケアマネがそれに基づき本人に聞き、
毎月ミーティングを行い職員同士で話し合う機会
を作っている。パソコンのお客様情報シートを充
分活用している。また、必要時は出勤している職
員同士でミニファレンスを行い相談をする機会を
作っている。ご家族様にも積極的に相談を行って
いる。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

年に２回の消防訓練を行っている。また、火災
時などの緊急時に協力いただくよう自治会にも
お話させていただいている。

年に２回の消防訓練を行っている。緊急時には
協力頂く様、自治会に協力体制のお願いをして
いる。隣に同じ経営母体の高齢者賃貸マンショ
ン（ザ・プライム）があり、共同で対処出来る
強みはある。

今後の継続

必要時は職員、ご家族、医師などを交えて支援
方針について相談しお互いの立場で話し合いを
もてるようにしている。

重度化や終末期など必要時は職員、ご家族、医
師などを交えて支援方針について相談し、お互
いの立場で話し合いを持てるようにしている。
終末期に関しては職員の介護の心構えは構築出
来ている。

今後の継続

緊急時には職員はシミュレーションを常にして
いるが実際に起きた場合の訓練は行えていな
い。職員によっては理解がバラバラでり、実践
的な実力は身についていない。

知りえた情報は看護師に情報を提供できるよう
に行っている。また必要時は適切な受診を行え
るように情報の提供をすすんで行っている。

入院後は状況を把握するために入院先の看護師
やドクターなどと情報の交換を積極的に行って
いる。
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次のステップに向けて
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外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

状況によってお客様に手伝っていただき食事の
片付けなどが楽しみになるよう支援している。

隣の同じ経営母体の高齢者賃貸マンション（ザ・
プライム）内のレストラン山法師で一緒に食事を
作ってもらっている。レストランであるので肉の
嫌いな人には魚料理など、フレキシブルにメ
ニューを変えてもらえる良さがある。食事にかか
る職員の時間が浮くので、よりパーソナルなケア
を深めることが出来る。利用者には食事の片付け
などが楽しみになるよう支援している。

今後の継続

業務の流れはある程度決まっているが、その日
の状況によって変更している。常に臨機応変な
対応を求められているのでお客様の希望に沿っ
た対応を心掛けている。

お客様の髭、整髪また希望の洋服などご要望に
合わせたり、職員が気付いておしゃれが出来る
ように支援している。

職員によってばらつきがあり、出来ている人、
出来ていない人の差が激しい。職員の考え方の
ばらつきが見られているので本人への配慮が全
員同じように行えるようにしていきたい。

まだ、開所、体制固めの段階にあるので職員に
よってばらつきは止むを得ないが、教育により
早期にレベルアップ、平均的な知識レベルに達
するよう、研鑽を図り研修に力を入れ、利用者
への配慮が全員同じように行えるようにしてい
きたい。

今後の取組みと継続

職員は決め付けて話しをしたりせず、本人が自
己決定を行えるように配慮している。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

個々の状況に応じて便秘の原因を考え必要時は
運動、マッサージまた水分量を多くしたり薬の
調整なども行っている。

入浴の決められた日はなく、そのときの状況に
よって職員が声かけして入っていただいてい
る。急な依頼にも臨機応変に対応している。

お風呂は１F、２F共に通常の浴槽を持つ風呂場と
機械浴が出来る風呂場の２つづつを持ち、通常の
浴槽も３方向から介助出来る構造となっている。
入浴の決められた日はなく、その時の状況によっ
て職員が声かけして入って頂いている。急な要望
にも臨機応変に対応している。入浴拒否の人に、
看護師から「今日は血圧の調子が良いからお風呂
にどうぞ」とお伝えしたら入浴された等、情報を
共有し、参考にしている。

今後の継続

毎食後、無理のないようにご本人に声かけして
口腔ケアを行っている。また、必要時はご本人
のできないところは職員が介助している。

本人の排泄パターンを把握し、状況に応じて服
薬管理をしている。可能な限りトイレでの排泄
を促し対応している。

一人ひとりの排泄パターンを把握し、状況に応
じて服薬管理をしている。可能な限りトイレで
の排泄を促し対応に努めている。例えば、便座
に座ったら、先ず水を流し、便座に座った事を
認識をしてもらうことにより、尿意、便意を起
こしてもらうなどの工夫もしている。

今後の継続

食事量、水分量は個々に応じて記録をつけて把
握している。また、水分の取れないお客様へは
ご本人が飲みやすいものを提供して水分不足に
ならないよう配慮している。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

基本的には事務所管理であり、実際にお客様と
買い物へ行く機会は少ないが、そのような機会
がある場合は出来る限りの支援を行うようにし
ている。

個々に応じた楽しみの提供がまだまだ出来てお
らず、気分転換の機会も少ない。現状はお客様
に楽しんで満足していただいている状況を作れ
ていない。

現状戸外へ出かける機会が少ない。ご家族様に
協力いただいてご本人様が出かける機会はある
が施設側からは現状外出の機会は少なく満足の
行く支援が出来ていない。

外出について、ご家族の協力で出かける機会の
他、ホーム側からの外出の機会を事業計画に入
れ、今後、取り組んで行くことにしている。

今後の取組みと継続

個々によって生活習慣は違うので安心して眠れ
るように入床タイミングを、眠くなる時間帯な
ど考慮してある程度パターン化して臨機応変に
対応している。

職員全員が熟知はまだ出来ていない。わからな
いときは内容表で確認している。誤薬が起こら
ないように個々に応じて薬表を作成し、何を飲
んでいるか分るようにしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

基本的には馴染みの家具や、小物などを持ち込
んでいただいている。また、ご本人が混乱しな
いようにあまり不要と思われるものは置かない
ようにしている。

本人の馴染みの家具や、小物などを持ち込んで
頂き、心地よく過ごせるように配慮している。
また、本人が混乱しないように、不要と思われ
るものは置かないようにし、精神衛生にも気配
りをしている。

今後の継続

ご本人ができる事、やれる事は率先してできる
ように、職員がすべて行うのでなくやれる事を
演出して自立、または役割りを支援している。

カーテンが全開に出来ず、内装が全体的に暗い
ため余計に暗い雰囲気を出さぬよう日中はフロ
ア、廊下の明かりをつけるようにしている。ま
た、季節感のある飾りが少なく季節を演出でき
ていない。

1F、2Fの建材、色調に配慮され、フロアー毎に
異なる雰囲気を作り上げている。構造的には中
庭を中心とした回廊式の建物であり、廊下も広
く、ゆったりとした作りである。居室と前の間
のアイダに格子戸を配し、目隠ししながら風通
しを良くするという工夫がされている。また、
季節感のある飾りの演出を計画中である。

今後の継続

席は基本的に自由であるが気の合うお客様同士
で過ごしている。お部屋で過ごしたい方は無理
せずお部屋で休んでいただいている。

ご本人が携帯電話を所持しており、自分から話
す機会を作れている方もいる。また外部からの
手紙や施設からの手紙送付なども行っている。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

○ 3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない ○ 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．利用者の1/3くらいが

○ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホーム　はなの路

２階ユニット

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

事業計画に地域に開かれた施設を目指し、外部
の方にもはなの路を知っていただくよう目標を
掲げている。出来る限り地域に出て私たちの活
動を知っていただくように話している。

自治会に加盟して地域の中に入らせていただい
ている。地域の各行事やイベントにも参加させ
ていただいていて交流の機会を設けている。

地域の方々への発信は少ないが地域の方の見学
等には応じて認知症のについてのお話を交えな
がら情報提供している。

運営推進会議の開催が出来ておらず、地域の方
へ取り組みなどについて報告がまだ出来ていな
い。

町役場とは細かな連携をはかり、何かあれば連
絡、相談を取れる体制を作っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

職員間でお互いに注意しあいながら何が虐待に
繋がるのか考えながら行ってもらっている。虐
待防止などの勉強会には進んで参加していきた
い。

成年後見制度については現在利用されている方
がいるので少なからずかかわりはある。自立支
援事業の事についても学ぶ機会は少なく活用す
るまでにいたっていない。

契約内容については契約前にご家族と十分な話
しをした上で締結している。また、退居など契
約を解約する場合に関しても同様に行ってい
る。

ご家族様へは情報の提供、情報の交換などを通
じて職員に相談しやすいような関係性を築ける
ようにしている。また、職員間同士でもご家族
から得た情報は共有できる仕組みを作ってい
る。

身体拘束については個々の理解の程度がばらつ
きある。玄関の施錠はしていないが出入り口の
施錠に関しては電子ロック、また外に出られる
方がいられるため施錠できる状態にある。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

常日頃から職員と話す機会を持ちながら運営に
良い反映が出来るようにしている。

法人内の事業所とのかかわりは常に持てるよう
にしている。各事業所間で情報交換できる仕組
みがある。

職場へはルンルン気分で出勤できるように常日
頃から目指しています。状況に応じてあらゆる
手段をとり、職員がやりがいを持てるような状
況を作れるように心掛けています。

職員それぞれに応じた求め方を実施。現状はま
だまだ個々を活かす事は出来ていないと考えて
いる。今後は研修の機会など積極的に参加を勧
めて生きたい。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居して1週間は個別観察記録を実施してその人
の特徴や行動パターンを把握する事に努めてい
る。そこからご本人の安心に繋がるサービスの
提供方法を検討し、安心につなげられる関わり
を模索している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

サービスの開始前、開始後もご家族の要望には
応えられるように普段からの関わりを大切にし
ている。

支援方法に関しては総合的に見て、必要と思わ
れるサービス提供方法を考え対応している。

共に生活する立場としての関わりをもてるよう
に注意しているが現状介護しているという立ち
位置にいてしまうことも見受けられる。一方的
なかかわりではなく相互の関係が当たり前にな
るようにしていくことが課題。

家族とお客様、そして職員が支えあって関係性
を作れるように支援していく事が目標。まだま
だうまく機能していないが共に支えあえる関係
作りを目指して行く。

面会には積極的に応じ、なじみの人と楽しめる
時間の提供を行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

お客様全体のバランスを考えて一人ひとりの行
動、様子に合わせている。お客様同士でよい関
係性が持てるように職員が間に入って相互の関
係が築けるように支援している。

サービス終了後もご本人、ご家族へは必要な
フォローを行っている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

ご本人のお話には傾聴し、ご本人の意向に沿え
るような対応を心掛けている。また、必要時は
ご家族様に相談して協力を頂く事もある。

入居時に書いていただくバックグラウンドアセ
スメント表を活用してご本人の生活暦や興味の
あることなどを把握する事に努めている。

お客様一人ひとりの行動パターンなどを把握し
て現状把握に努めている。心的に不安になって
しまうお客様も多く、そのときの状態によって
かかわり方を変えながら対応している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

毎月ミーティングを行い職印同士で話し合う機
会を作っている。また、必要時は出勤している
職員同士でミニファレンスを行い相談をする機
会を作っている。ご家族様にも積極して相談を
行っている。

個別記録、またはパソコン上で個人別に情報の
やり取りができるシートがあるので職員全員で
情報の共有を行えるようにしている。

状況に応じて柔軟なサービスの提供を心掛けて
いる。

近所のスーパーへ買い物に出かけたりと楽しみ
をもった生活が営めるように心掛けているがま
だまだ地域資源を生かすほどのサービスの提供
は出来ていない。

入居時にご本人、ご家族へ相談し、かかりつけ
の医師とも今後も変わらぬお付き合いをしてい
けるように協力を頂き、必要時は事業所と病院
が連絡を取りあって情報提供を行えるようにし
ている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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己
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価
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

知りえた情報は看護師に情報を提供できるよう
に行っている。また必要時は適切な受診を行え
るように情報の提供をすすんで行っている。

入院後は状況を把握するために入院先の看護師
やドクターなどと情報の交換を積極的に行って
いる。

必要時は職員、ご家族、医師などを交えて支援
方針について相談しお互いの立場で話し合いを
もてるようにしている。

緊急時には職員はシミュレーションを常にして
いるが実際に起きた場合の訓練は行えていな
い。職員によっては理解がバラバラでり、実践
的な実力は身についていない。

年に２回の消防訓練を行っている。また、火災
時などの緊急時に協力いただくよう自治会にも
お話させていただいている。
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実施状況 実施状況
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

職員によってばらつきがあり、出来ている人、
出来ていない人の差が激しい。職員の考え方の
ばらつきが見られているので本人への配慮が全
員同じように行えるようにしていきたい。

職員は決め付けて話しをしたりせず、本人が自
己決定を行えるように配慮している。

業務の流れはある程度決まっているが、その日
の状況によって変更している。常に臨機応変な
対応を求められているのでお客様の希望に沿っ
た対応を心掛けている。

お客様の髭、整髪また希望の洋服などご要望に
合わせたり、職員が気付いておしゃれが出来る
ように支援している。

状況によってお客様に手伝っていただき食事の
片付けなどが楽しみになるようしえんしてい
る。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

食事量、水分量は個々に応じて記録をつけて把
握している。また、水分の取れないお客様へは
ご本人が飲みやすいものを提供して水分不足に
ならないよう配慮している。

毎食後、無理のないようにご本人に声かけして
口腔ケアを行っている。また、必要時はご本人
のできないところは職員が介助している。

本人の排泄パターンを把握し、状況に応じて服
薬管理をしている。可能な限りトイレでの排泄
を促し対応している。

個々の状況に応じて便秘の原因を考え必要時は
運動、マッサージまた水分量を多くしたり薬の
調整なども行っている。

ある程度の入浴日は決めているがそのときのお
客様に尋ねて入りたくない時は他の方に勧めて
みるなど状況に応じて対応させていただいてい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

個々によって生活習慣は違うので安心して眠れ
るように入床タイミングを、眠くなる時間帯な
ど考慮してある程度パターン化して臨機応変に
対応している。

職員全員が熟知はまだ出来ていない。わからな
いときは内容表で確認している。誤薬が起こら
ないように個々に応じて薬表を作成し、何を飲
んでいるか分るようにしている。

個々に応じた楽しみの提供がまだまだ出来てお
らず、気分転換の機会も少ない。現状はお客様
に楽しんで満足していただいている状況を作れ
ていない。

現状戸外へ出かける機会が少ない。ご家族様に
協力いただいてご本人様が出かける機会はある
が施設側からは現状外出の機会は少なく満足の
行く支援が出来ていない。

基本的には事務所管理であり、実際にお客様と
買い物へ行く機会は少ないが、そのような機会
がある場合は出来る限りの支援を行うようにし
ている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

ご本人が携帯電話を所持しており、自分から話
す機会を作れている方もいる。また外部からの
手紙や施設からの手紙送付なども行っている。

日中はなるべくカーテンを開放して気持ちの良
い光を注ぐようにしている。共有部分全体に季
節感が乏しい。まだまだひかり、音など五感へ
の配慮が足りていない。

席は基本的に自由であるが気の合うお客様同士
で過ごしている。お部屋で過ごしたい方は無理
せずお部屋で休んでいただいている。

基本的には馴染みの家具や、小物などを持ち込
んでいただいている。また、ご本人が混乱しな
いようにあまり不要と思われるものは置かない
ようにしている。

ご本人ができる事、やれる事は率先してできる
ように、職員がすべて行うのでなくやれる事を
演出して自立、または役割りを支援している。
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事業所

グループホーム　はなの路
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

36

一人ひとりのお客様へ
の尊重、プライバシー
に配慮したかかわり方
にばらつきがある。

ばらつきのないお客様
へ不快な思い、失礼な
思いをさせないような
かかわりが出来る。

６ヶ月

49

戸外へ出かける機会が
非常に少なく、施設内
で生活している事が多
い。

外出の機会を多く持
ち、施設外での楽しみ
を持った生活を提供す
る。

３ヶ月

48
個々に応じた楽しみの
提供が出来ていない

個々のお客様によって
の楽しみの方法を全員
で提供できるようにな
る。

３ヶ月

4

運営推進会議を通した
地域への情報の公開、
意見交換が出来ていな
い。

運営推進会議を通して
地域との関わりを持
ち、意見交換をして
サービスの向上につな
げる

２ヶ月

13
職員を育てる仕組みの
確立が出来ていない。

新人社員に対しての教
育マニュアルが出来
る。

３ヶ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

運営推進会議は今後
２ヶ月に１度開催す
る。（予定日を決めて
しまう）

新人職員へ教えた事、
これから教えなければ
ならないことを表にし
て作成。全員で教える
体制を作る。

目　標　達　成　計　画

個別に指導。また、良
いサービスの提供、模
範となる職員の行動な
ど全員で共有する。

職員の勤務体制を安定
したシフトにし、効率
よく時間を作り出す事
からはじめる。

お客様の楽しみや、喜
ぶ方法などをお客様
シートを使って情報交
換。できる事は全員で
関わって提供する。

目　　標

平成22年9月29日

目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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